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未来につながる

「路面電車王国」
戦後 70 年の昨年、広島は被爆 70 年の節目の年を迎えた。
原爆投下で、一瞬にして焦土と化した広島のまち。
そのわずか３日後に一番電車を走らせた広島電鉄の歴史は、広島市民の記憶に深く刻まれ、受け継がれている。
昭和 30 年代以降、全国各地の路面電車が姿を消す中で、市民に支えられて生き残り、
全国の先陣を切ってＬＲＴ化を推進、国内随一の「路面電車王国」へと発展した。
市民に愛され、たゆまぬ企業努力を重ねてきた広島電鉄の歩みを振り返る。

文◉茶木　環／撮影◉織本知之／写真提供◉広島電鉄株式会社

特集：愛されて１００年。そして次の世紀へ
［市民とともに築いた広島電鉄「路面電車王国」］
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特集：愛されて100年。そして次の世紀へ
［市民とともに築いた広島電鉄「路面電車王国」］

戦
時
中
に
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
路
線
が
完
成

現
在
の
広
島
電
鉄
の
前
身
で
あ
る
広
島
電
気

軌
道
は
、
軍
都
・
広
島
の
発
展
を
見
込
ん
だ
大

阪
・
大
林
組
の
創
立
者
で
あ
る
大
林
芳
五
郎
ら

が
発
起
人
と
な
り
、
明
治
43
年
に
設
立
さ
れ
た
。

軌
道
線
が
開
業
し
た
の
は
大
正
元
年
。
本
線

の
広
島
駅
前

－

相
生
橋
（
現
・
原
爆
ド
ー
ム
前
）

間
、
西
塔
川
線
（
現
・
宇
品
線
）
の
紙
屋
町

－
御
幸
橋
間
、
白
島
線
の
八
丁
堀

－

白
島
間
な
ど

４
系
統
６
・１
㎞
が
開
通
し
た
。
日
本
の
路
面
電

車
の
営
業
は
、
明
治
28
年
に
開
業
し
た
京
都
電

気
鉄
道
に
始
ま
る
が
、
中
国
地
方
で
は
明
治
42

年
に
開
業
し
た
岩
国
電
気
軌
道
、
呉
電
気
鉄
道

に
続
く
路
面
電
車
の
開
業
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
大
林
芳
五
郎
ら
大
阪
財
界
人
が
設

立
し
た
広
島
瓦
斯
と
の
合
併
に
よ
り
、
広
島
瓦

斯
電
軌
が
設
立
。
ガ
ス
発
電
に
切
り
替
え
た
動

力
費
の
節
減
や
経
営
安
定
化
が
進
め
ら
れ
る
。

路
線
も
、
大
正
６
年
に
は
横
川
線
、
大
正
８
年

に
は
宇
品
線
が
延
伸
開
業
し
、
大
正
11
年
に
は

普
通
鉄
道
区
間
の
宮
島
線
が
開
通
（
昭
和
６
年

全
線
開
業
）
し
た
。

や
が
て
昭
和
10
年
代
に
入
る
と
、
輸
送
力
増

強
を
目
的
と
し
た
軌
道
変
更
や
複
線
化
、
木
造

車
両
の
半
鋼
製
化
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
17
年
に
は
戦
時
中
の
経
済

統
制
に
よ
り
、
交
通
事
業
部
門
が
分
離
し
て
広

島
電
鉄
が
発
足
し
、
昭
和
18
年
に
江
波
線
、
翌

19
年
に
皆
実
線
が
新
た
に
開
業
し
た
。

利
用
者
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
開
業

20
年
目
に
当
た
る
昭
和
７
年
に
は
、
１
日
平
均

利
用
客
数
が
市
内
線
６
万
３
０
０
０
人
、
宮
島

線
７
６
０
０
人
だ
っ
た
の
が
、
昭
和
20
年
に
は

市
内
線
14
万
３
０
０
０
人
、
宮
島
線
１
万
７

０
０
０
人
に
増
加
し
て
い
る
。

広
島
電
鉄
の
平
町
隆
典
取
締
役
は
「
当
社
の
路

面
電
車
は
戦
時
中
に
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
路
線
が
出

来
上
が
り
、
戦
時
下
に
お
け
る
市
内
輸
送
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
」
と
解
説
す
る
。

　戦
時
中
に
運
転
・
乗
務
し
た
女
学
生

戦
時
中
に
は
、
男
子
社
員
が
次
々
と
戦
地
へ

応
召
さ
れ
た
。
人
員
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

国
民
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
女
子
が
働
き
な

が
ら
学
ぶ
実
業
学
校
を
設
立
し
た
。
昭
和
18
年

４
月
に
開
校
し
た
全
寮
制
の
「
広
島
電
鉄
家
政

女
学
校
」
で
、
女
学
校
卒
業
資
格
に
必
要
な
普

通
学
科
や
華
道
、
裁
縫
な
ど
の
ほ
か
、
電
車
や

路
線
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
授
業
が
行
わ
れ
た
。

修
業
期
間
は
本
科
２
年
・
専
攻
科
１
年
の
３

年
制
で
、
生
徒
は
授
業
と
は
別
に
、
電
車
や
バ

ス
に
乗
務
し
、
賃
金
を
得
る
。
昭
和
20
年
４
月

に
は
全
学
年
で
約
３
０
０
人
が
在
籍
し
、
戦
時

下
の
バ
ス
路
線
や
電
車
運
行
を
支
え
て
い
た
。

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
広
島
市
の
中
心
部
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
、
市
内
は
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
、
焦
土
と
化
し
た
。
広
島
市
の
人
口
約

24
万
５
０
０
０
人
の
う
ち
、
約
13
万
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
広
島
電
鉄
で
は
市
内

線
の
電
車
１
２
３
両
の
う
ち
１
０
８
両
が
被
災

し
、
女
学
生
30
人
を
含
む
従
業
員
１
８
５
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
。

甚
大
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
広
島
電
鉄

は
「
社
会
の
治
安
を
維
持
し
、
都
市
の
復
興
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
交
通
運
輸
の
再
建

を
急
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
信
念
の

左：原爆投下前の広島の街並み（十日
市町）。650 形は現在も現役で活躍す
る。
上：戦後、都市計画に基づき進められ
た軌道移設工事。

ⅠPart.
広島電鉄は、大正元年に開業。軍都・広島の発展とともに、
市民の足として路線網を拡充していった。戦時中は、女学生の力を借りて運行を維持し、
被爆の３日後には一部区間で運転を再開。
大きな災禍を被った路線も、戦後の都市復興とともに整備されていく。
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下
、
被
爆
直
後
か
ら
復
旧
作
業
に
取
り
掛
か
っ

た
。
社
屋
や
工
場
、
車
庫
な
ど
は
倒
壊
し
た
た

め
、
千
田
車
庫
内
に
残
さ
れ
た
電
車
を
仮
事
務

所
に
充
て
、
車
両
課
の
社
員
が
沿
線
の
線
路
沿

い
を
歩
い
て
車
両
や
施
設
の
状
態
を
確
認
し
た
。　

全
８
４
２
本
の
う
ち
３
９
３
本
の
電
柱
が
倒
壊
、

架
線
の
損
傷
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
、
陸
軍

東
京
通
信
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
約
40
人
の
隊
員

の
協
力
で
、
夜
通
し
復
旧
作
業
を
行
っ
た
。

そ
し
て
３
日
後
の
８
月
９
日
、
一
番
電
車
を

走
ら
せ
る
。
運
転
を
再
開
し
た
区
間
は
比
較
的

被
害
の
少
な
か
っ
た
己こ

い斐

－

西
天
満
町
間
で
、

車
掌
は
女
学
生
が
務
め
た
。
が
れ
き
の
中
を
電

車
は
「
チ
ン
チ
ン
」
と
力
強
く
走
り
、
被
爆
し

た
人
々
を
勇
気
づ
け
た
。

こ
の
時
、
市
内
線
の
変
電
所
は
被
爆
に
よ
り

壊
滅
状
態
だ
っ
た
た
め
、
電
源
は
宮
島
線
廿
日

市
変
電
所
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
い
う
。

「
運
転
再
開
は
、
電
気
施
設
の
復
旧
に
か

か
っ
て
い
た
。
戦
時
下
、
制
御
装
置
な
ど
を
郊

外
に
あ
る
バ
ス
の
吉
田
営
業
所
に
疎
開
さ
せ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
早
期
に
復
旧
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
電
車
事
業
本
部
の
末
松

辰
義
電
車
営
業
部
長
は
語
る
。

大
き
な
被
害
を
免
れ
た
宮
島
線
は
、
被
爆
翌

日
に
草
津
町
（
現
・
草
津
）

－

電
車
宮
島
（
現

・
広
電
宮
島
口
）
間
を
、
翌
８
日
に
は
全
線
で

運
行
を
再
開
。
市
内
線
は
、
己
斐

－

小
網
町
の

運
行
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
終
戦
を
迎
え
、
同

年
９
月
に
は
宇
品
線
、
10
月
に
は
本
線
、
被
災

か
ら
３
年
後
の
昭
和
23
年
に
は
、
白
島
線
を
除

く
市
内
線
全
線
を
復
旧
さ
せ
た
。

し
か
し
、
復
旧
作
業
が
進
む
一
方
で
、
施
設

が
倒
壊
し
た
家
政
女
学
校
の
再
建
は
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
女
学
校
は
昭
和
20
年
９
月
に
閉

校
と
な
っ
た
。
そ
の
存
在
は
わ
ず
か
２
年
余
り

だ
っ
た
が
、
女
学
生
た
ち
の
功
績
も
含
め
、
当

時
の
社
員
の
努
力
は
、
現
在
で
も
広
島
電
鉄
社

内
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
と
路
面
電
車
の
復
興

昭
和
24
年
、「
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
法
」

が
施
行
さ
れ
、
広
島
市
で
は
主
要
道
路
の
拡
幅

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
交
通
量
の
多

い
地
域
で
は
道
路
の
幅
員
を
40
ｍ
と
し
、
中
心

部
５
・７
ｍ
の
軌
道
敷
の
左
右
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ

３
車
線
、
さ
ら
に
両
側
に
7
・
75
ｍ
の
歩
道
と
、

近
代
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
幹
線
道
路
を
整
備
す

る
。
路
面
電
車
の
軌
道
も
道
路
の
中
央
に
移
設

す
る
必
要
が
生
じ
、
広
島
電
鉄
・
建
設
省
・
広

島
市
復
興
局
で
計
画
を
策
定
し
た
。

最
初
の
竣
工
と
な
っ
た
の
は
本
線
の
稲
荷
大

橋
で
、
も
と
は
専
用
橋
だ
っ
た
が
、
中
心
地
で

あ
る
八
丁
堀
に
通
じ
る
幹
線
道
路
建
設
の
一
環

と
し
て
、
昭
和
25
年
３
月
、
軌
道
併
用
橋
と
し

て
開
通
さ
せ
た
。
ま
た
、
復
旧
が
遅
れ
て
い
た

白
島
線
は
軌
道
を
移
設
し
、
新
線
に
切
り
替

え
、
昭
和
27
年
６
月
に
運
転
を
再
開
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
軌
道
移
設
や
橋
梁
架
け
替
え
工

事
は
、
昭
和
30
年
代
を
中
心
に
長
期
に
わ
た
っ

て
進
め
ら
れ
、
本
線
の
相
生
橋
は
昭
和
58
年
、

宇
品
線
の
御
幸
橋
は
平
成
２
年
に
完
成
し
た
。

「
広
島
人
の
遺
伝
子
の
中
に
は
路
面
電
車
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
被
爆
後
一

番
電
車
が
走
行
し
て
か
ら
70
年
余
り
。
被
爆
と

い
う
大
き
な
受
難
を
乗
り
越
え
て
、
路
面
電
車

は
復
興
し
、
現
在
も
走
り
続
け
て
い
る
。

₁原爆で損壊しつつも復旧
し、現在も走り続ける「被
爆電車」。₂₃「被爆電車
特別運行プロジェクト」で
70 年前の姿に復元されて
走 行 す る 653 号 と 車 内。
₄原爆の犠牲になった広島
電鉄関係者を追悼する慰霊
碑。₅「被爆建物」として
残る広島電鉄千田町変電
所。₆被爆電車 653 号お
披露目式で挨拶に立った椋
田社長。

₁

₂

₃

₄ ₅ ₆



復興のシンボルである被爆電車

　当社は昨年、広島電鉄と共同で「被爆電車特別運行プロ
ジェクト」をスタートさせました。開局以来、広島の放送局と
して「原爆・平和」を大きなテーマに据えて報道してきました
が、被爆の惨禍、被爆からの復興を次の世代へどう伝えていく
かを考えたときに、これまでにない手法がないか、社内のプロ
ジェクトチームで時間をかけて話し合いを重ねました。その中
で「核の非人道性」を伝える原爆ドームのような被爆建物のほ
かにも、被爆した電車が存在することに気付いたんです。戦時
中も、被爆後も、今も走っている電車は復興のシンボルです。
これ以上ふさわしいものはないと思い、広島電鉄にご相談しま
した。
　広島電鉄の方々は非常に前向きにご協力くださり、さまざま
なご提案もいただきました。それぞれの企業の特性を活かした
コラボレーションができたと思います。
　私自身も広島市内で育ちましたが、広島市内の小学生は学
校で教わって、「被爆電車」という言葉や原爆投下の３日後に
走ったことを「歴史」として知っていても、今自分が生きてい
る現在となかなか結び付いてこない。大人たちも、関心のある
人なら認識できるでしょうが、走行している車両のどれが被爆
電車なのか、わからない方も少なくないと思います。
　この広島というまちが70年前と現在、さらに未来へとつな
がっていることを改めて感じてもらい、考えるきっかけになる
ことがこのプロジェクトで最優先したことです。
　被爆電車の特別運行は、企画電車で広島駅－八丁堀－原爆
ドーム前－広電西広島まで行って広島駅へ折り返すルートで、
一番電車が走った路線も通ります。車内にモニターを４台設置
し、中国放送がこれまで伝えてきた「被爆の惨禍」と「広島の復

興」などを再編集したＶＴ
Ｒとともに、車窓に広がる
現在の広島の街並みをご覧
いただくというものです。
　昨年度はどの便も予約で
満席となり、約１１００人
にご乗車いただき、日本鉄

道賞「被爆と復興の記憶」特別賞を受賞しました。驚いたのは
県外からの反響も大きかったことで、予約の２割超を占めまし
た。今年も４月・８月・11月に運行予定です。

塗装の下から当時の車体色を発見
　
　被爆電車のうち、通常運行に使用されているのは６５１号と
６５２号です。広島電鉄がこれを70年以上走らせてきた意義
の大きさを改めて感じました。今回、企画電車に使用したのは
動態保存されていた、兄弟車にあたる６５３号です。
　現在の姿はクリームと緑のツートンカラーで、私自身当時か
らその色だと思っていたのですが、広島電鉄、路面電車同好会
などの方とお話しして、当時はグレーと青色の２色だったこと
を知りました。ただ、広島電鉄も被爆で資料を焼失されて文書
が残っていない。被爆された方に当時の記憶をたどっていただ
くと、確かに鮮やかな青色が使われていたとおっしゃいます。
　広島電鉄の方とお話しして、確証はなかったのですが、「も
しかしたら、下からその青い色が出てくるかもしれない」と、
現在の塗装をはがしてみたら、実際に青い色が出てきたんで
す。70年前と一気につながった瞬間でした。それで、ほぼ当
時の姿に復元することができたんです。
　原爆で、あれだけの甚大な被害を受けた広島が復興できた
のは、まさに人の力です。これは広島の人間として、日本人と
して自信を持っていいと思うし、被爆の悲惨さとともに伝えて
いきたいと思っています。内戦が起こっている国から来た留学
生は、広島のまちを見ると、自分の国にも未来があるという希
望を感じると言っていました。被爆電車でこれからも多くの人
にそうしたことを伝えていければと考えています。
　広島市、特に中心部で生活する多くの人々にとって、子ども
時代の交通は路面電車からスタートします。大人になってほ
かの交通を利用するようにもなりますが、やっぱり路面電車に
帰ってくる。高齢者もサラリーマンも家族連れも気軽に乗り降
りし、身近な交通機関である路面電車がまちに存在することは
素晴らしい。路面電車が生活に浸透し、その存在が当たり前の
ようでしたが、この企画を手掛けて、改めてその思いを強くし
ました。

被爆 70 年の節目の年に、広島電鉄と中国放送がコラボレーションして
「被爆電車特別運行プロジェクト」を実施した。被爆の惨禍とともに復興
と人の力を伝えるというコンセプトで、今年以降も続けられる予定だ。

時を超えて被爆時と
現代の広島をつなぐ

株式会社中国放送 企画総務局企画部

亀井弘龍
Hirotatsu KAMEI

緑色の塗装の下に〝青〟の塗料が見える。
（写真提供：中国放送）
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鉄
道
と
軌
道
の
シ
ー
ム
レ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

広
島
電
鉄
の
路
線
は
、
戦
時
中
に
ほ
ぼ
路
線

網
が
完
成
し
た
。
現
在
は
、
広
島
市
内
を
走
る

軌
道
区
間
の
市
内
線
19
㎞
と
鉄
道
区
間
の
宮
島

線
16
・
１
㎞
、
合
わ
せ
て
８
系
統
35
・
1
㎞
の

営
業
路
線
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
線
が
走
る
広
島
市
の
中
心
部
は
、
６
本

の
川
が
流
れ
、
周
囲
を
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
デ

ル
タ
地
帯
で
、
半
径
２
・
５
㎞
内
に
、
都
市
機

能
が
集
積
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
心
を
形
成
し

て
い
る
。
地
形
や
都
市
の
規
模
か
ら
見
て
も
、

中
規
模
輸
送
力
の
路
面
電
車
が
市
民
の
足
と
し

て
活
用
さ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

高
度
成
長
期
に
は
、
商
工
業
の
発
展
に
伴
い
、

広
島
市
も
急
速
に
都
市
化
が
進
み
、
人
口
が
急

増
し
た
。
市
内
電
車
の
利
用
者
数
も
年
々
増
加

し
、
昭
和
29
年
に
年
間
４
２
０
０
万
人
だ
っ
た

利
用
者
数
が
、
昭
和
39
年
に
は
５
２
０
０
万
人

と
、
10
年
間
で
24
％
も
の
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
地
域
も
拡
大
し
、
特
に
戦
前
か

ら
宅
地
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
宮
島
線
沿
線

で
、
沿
線
開
発
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
初
め
の
頃
の
宮
島
線

は
、
普
通
鉄
道
の
高
床
車
両
で
市
内
に
乗
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
利
用
者
は

宮
島
線
か
ら
市
内
線
に
乗
り
換
え
る
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
広
島
電
鉄
は
、
そ
れ
ま
で
の

「
軌
道
（
市
内
線
）
と
鉄
道
（
宮
島
線
）
は
全

く
別
物
で
あ
る
」
と
い
う
概
念
を
転
換
し
、
市

内
線
と
宮
島
線
双
方
を
走
行
で
き
る
軌
道
車
両

を
新
造
し
、
直
通
運
行
を
開
始
し
た
。

昭
和
33
年
に
団
体
貸
切
電
車
を
皮
切
り
に
、

37
年
に
は
恒
常
ダ
イ
ヤ
で
廿
日
市

－

広
島
駅
間

の
直
通
運
転
を
実
施
し
、
翌
38
年
に
は
宮
島
口

駅
ま
で
乗
り
入
れ
を
延
長
。
宮
島
線
全
線
の
直

通
運
転
を
実
現
し
た
。
鉄
軌
道
直
通
運
転
に
よ

る
シ
ー
ム
レ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
駆
け
と
な

る
取
り
組
み
だ
っ
た
。

軌
道
敷
内
諸
車
乗
り
入
れ
禁
止
の
復
活

と
こ
ろ
で
、
明
治
期
以
降
、
全
国
各
地
で
整

備
さ
れ
た
路
面
電
車
は
、
最
盛
期
の
昭
和
７
年

に
は
67
都
市
83
事
業
者
、
路
線
延
長
１
５
０
０

㎞
に
も
及
ん
で
い
た
。
戦
後
の
昭
和
26
年
に
は

56
都
市
58
事
業
者
、
路
線
延
長
は
１
４
０
５

㎞
。
昭
和
30
年
代
中
頃
に
は
１
日
当
た
り
の
輸

送
人
員
が
全
国
で
約
７
０
０
万
人
に
達
し
て
お

り
、
こ
の
頃
が
ま
さ
に
路
面
電
車
の
黄
金
期

で
、
都
市
の
重
要
な
交
通
手
段
だ
っ
た
。

し
か
し
、
高
度
成
長
期
以
降
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
自
動
車
分
担
率
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
く
と
、
路
面
電
車
の
運
行
は
慢

性
的
な
渋
滞
に
妨
げ
ら
れ
、
速
達
性
や
定
時
性

を
失
っ
て
い
く
。
利
用
者
減
か
ら
収
支
状
況
が

悪
化
し
、
全
国
各
地
で
路
面
電
車
は
廃
止
あ
る

い
は
縮
小
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
は
、
広
島
市
に
お
い
て
も
同

様
だ
っ
た
。
路
面
電
車
が
走
行
す
る
軌
道
敷
内

は
、
道
路
交
通
法
第
21
条
で
自
動
車
の
乗
り
入

れ
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
38

年
、
広
島
県
公
安
委
員
会
が
道
路
渋
滞
緩
和
策

の
一
環
と
し
て
、
軌
道
敷
内
へ
の
乗
り
入
れ
禁

止
を
解
除
し
た
こ
と
で
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

た
電
車
の
表
定
速
度
は
時
速
12
㎞
か
ら
５
㎞
に

低
下
す
る
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
信

ⅠI Part.
や
が
て
高
度
成
長
期
に
突
入
す
る
と
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
進
展
で
、

全
国
各
地
で
路
面
電
車
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
。

そ
う
し
た
厳
し
い
時
代
、
廃
止
論
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

広
島
電
鉄
は
車
と
共
存
す
る
交
通
社
会
づ
く
り
や
数
々
の
合
理
化
策
に
よ
っ
て
、

生
き
残
り
を
図
っ
て
い
っ
た
。
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頼
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
市
内
線
利
用
者
数
の

ピ
ー
ク
は
昭
和
41
年
の
年
間
５
３
７
２
万
人

だ
っ
た
が
、
翌
42
年
に
は
91
万
人
減
、
43
年
に

は
６
５
６
万
人
減
の
４
６
２
５
万
人
と
な
り
、

急
激
な
利
用
者
減
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

広
島
電
鉄
は
、
軌
道
敷
内
へ
の
自
動
車
乗
り

入
れ
を
再
度
禁
止
す
る
よ
う
広
島
県
警
察
本
部

に
再
三
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
広
島
県
警

察
本
部
の
担
当
者
は
交
通
渋
滞
対
策
を
検
討
す

る
た
め
、
路
面
電
車
を
主
幹
交
通
機
関
と
し
て

優
先
走
行
さ
せ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
視

察
。
交
通
渋
滞
緩
和
と
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に

よ
る
公
害
解
消
に
は
、
自
動
車
の
総
量
抑
制
と

路
面
電
車
の
優
先
通
行
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
昭
和
46
年
、
８
年
６
カ
月
ぶ
り
に
「
軌
道

敷
内
諸
車
乗
り
入
れ
禁
止
」
を
復
活
さ
せ
た
。

「
そ
れ
ま
で
は
広
島
で
も
、
路
面
電
車
廃
止

論
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
乗
り
入
れ
禁
止

が
再
び
定
着
す
る
と
、
電
車
が
存
続
し
て
良

か
っ
た
と
い
う
声
が
挙
が
っ
て
き
た
」
と
、
電

車
事
業
本
部
の
井
手
ヶ
原
誠
電
車
技
術
部
長
は

当
時
の
情
勢
を
説
明
す
る
。

乗
り
入
れ
禁
止
の
復
活
に
続
き
、
昭
和
47
年

に
は
、
軌
道
敷
と
車
道
の
境
界
を
明
確
に
す
る

「
区
画
線
」
の
設
置
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に

昭
和
58
年
か
ら
は
主
要
交
差
点
10
カ
所
の
交
差

点
に
、
右
折
車
を
軌
道
敷
外
で
待
機
さ
せ
る

「
諸
車
停
止
禁
止
ゾ
ー
ン
」
を
設
置
す
る
な
ど
、

路
面
電
車
に
対
す
る
政
策
的
な
支
援
が
次
々
と

講
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。

電
車
優
先
信
号
で
信
号
待
ち
を
解
消

一
方
、
路
面
電
車
の
走
行
時
間
の
中
で
、
交

通
信
号
待
ち
の
時
間
は
約
30
％
を
占
め
る
。
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
広
島
電
鉄
は
広
島

県
警
察
本
部
と
協
議
し
、
昭
和
49
年
に
「
電
車

優
先
信
号
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

導
入
区
間
は
宇
品
線
・
海
岸
通

－

向む
こ
う

宇う

品じ
な

（
現
・
元
宇
品
口
）
間
の
宇
品
海
岸
3
丁
目
交

差
点
で
、
交
通
信
号
が
電
車
の
運
行
を
感
知
す

る
と
、
青
信
号
を
通
常
よ
り
も
長
く
持
続
さ

せ
、
電
車
の
運
行
を
円
滑
に
す
る
。
現
在
は
こ

の
ほ
か
広
電
天
満
橋
東
詰
交
差
点
、
同
西
詰
交

差
点
、
横
川
駅
前
交
差
点
な
ど
５
交
差
点
、
２

区
間
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
最
も
新
し
い
平
成
25
年
に
導
入
さ
れ

た
八
丁
堀
交
差
点
で
は
、
全
方
向
の
赤
信
号
を

延
長
す
る
こ
と
で
、
長
編
成
の
路
面
電
車
で
も

本
線
か
ら
白
島
線
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
入
れ

が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
優
先
信
号
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
宇
品
御
幸
２
丁
目
11
番
交
差
点
や
広
電

江
波
終
点
前
交
差
点
に
設
置
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ

優
先
制
御
」
が
あ
る
。
電
車
の
進
行
速
度
に
応

じ
て
、
信
号
が
赤
に
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
制

御
す
る
も
の
で
、
電
車
は
信
号
で
止
ま
る
こ
と

な
く
走
行
で
き
る
。

こ
の
優
先
信
号
に
つ
い
て
、
平
町
取
締
役
は

「
電
車
の
優
先
信
号
を
１
秒
や
２
秒
延
長
す
る

だ
け
で
も
、
車
の
流
れ
に
影
響
が
出
て
し
ま
う

の
で
、
広
島
県
警
察
本
部
と
協
力
し
、
市
民
の

方
々
の
理
解
を
得
て
、
地
道
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

全
国
に
先
駆
け
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

ス
ム
ー
ズ
な
運
行
と
と
も
に
、
乗
客
の
利
便
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性
・
快
適
性
も
追
求
し
た
。
電
車
の
運
行
状
況

を
営
業
所
で
全
般
的
に
把
握
し
、
停
留
場
で
電

車
を
待
つ
利
用
客
に
提
供
す
る
「
電
車
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
、
全
国
に
先
駆
け

導
入
し
た
。
昭
和
47
年
か
ら
設
置
し
て
い
た
電

車
接
近
表
示
器
を
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん

で
情
報
機
器
と
し
て
活
用
し
、
昭
和
55
年
か
ら

整
備
を
推
進
。
５
年
後
に
は
市
内
線
全
停
留

場
、
翌
年
に
は
宮
島
線
全
駅
の
整
備
を
完
了
さ

せ
て
い
る
。
運
行
状
況
の
伝
達
は
、
利
用
者
の

電
車
待
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
。
ま
た

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
事
業
者
は
運
行
の

詳
細
な
把
握
と
非
常
時
に
お
け
る
適
切
な
対
応

が
可
能
と
な
り
、
運
転
士
は
「
ダ
ン
ゴ
運
転
」

の
解
消
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
停
留
場
に
つ
い
て
も
、
昭
和
40
年
代

後
半
か
ら
、
近
代
化
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

路
面
電
車
の
停
留
場
は
、
道
路
中
央
に
敷
設
さ

れ
、
横
断
歩
道
で
歩
道
に
接
続
し
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
、
柵
も
上
屋
も
な
い
島
状
の
安
全
地
帯

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
全
柵
や
上

屋
の
設
置
、
平
面
停
留
場
の
島
状
化
、
連
接
車

両
の
た
め
の
停
留
場
の
延
長
を
推
進
し
、
安
全

対
策
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

徹
底
し
た
合
理
策
で
存
続
を
目
指
す

こ
の
時
代
、
全
国
的
に
路
面
電
車
が
衰
退
し

て
い
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
利
用
者

の
大
幅
な
減
少
で
営
業
収
支
が
悪
化
し
た
広
島

電
鉄
は
、
路
面
電
車
存
続
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
合
理
化
策
に
取
り
組
ん
だ
。

昭
和
30
年
代
後
半
、
広
島
電
鉄
は
輸
送
力
向

上
の
た
め
、
車
両
の
大
型
化
を
目
指
す
が
、
大

型
ボ
ギ
ー
車
（
定
員
70
～
80
人
）
を
新
造
す
る

余
裕
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
他
都
市
で
路
線

の
縮
小
や
廃
止
と
な
っ
た
路
面
電
車
事
業
者
か

ら
不
要
と
な
っ
た
中
古
車
を
格
安
で
譲
り
受
け

た
。
徹
底
し
て
費
用
を
節
約
し
、
車
体
の
塗
装

を
変
え
る
こ
と
も
な
く
、
原
型
の
ま
ま
運
行
し

た
た
め
、
後
に
「
動
く
電
車
の
博
物
館
」
と
呼

ば
れ
、
観
光
資
源
の
一
つ
と
も
な
っ
た
。
現
在

も
、
25
種
類
の
車
両
を
保
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
乗
務
員
を
半
減
す
る
ワ
ン
マ
ン
化
も

進
め
た
。
当
時
は
ほ
ぼ
ツ
ー
メ
ン
で
の
運
行

だ
っ
た
が
、
昭
和
44
年
に
ワ
ン
マ
ン
仕
様
の
車

両
を
用
い
て
白
島
線
で
開
始
。
そ
の
後
も
車
両

を
ワ
ン
マ
ン
車
両
に
改
造
し
て
ワ
ン
マ
ン
化
を

進
め
、
昭
和
51
年
に
は
市
内
線
は
ラ
ッ
シ
ュ
時

を
除
き
、
す
べ
て
ワ
ン
マ
ン
化
さ
れ
た
。

路
面
電
車
も
徐
々
に
攻
め
の
時
代
へ

利
用
者
の
減
少
は
続
い
た
が
、
昭
和
50
年
代

後
半
に
入
る
と
、
徐
々
に
合
理
化
の
効
果
が
表

れ
、
業
績
は
好
転
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。

昭
和
56
年
に
は
日
本
鉄
道
技
術
協
会
よ
り

メ
ー
カ
ー
や
鉄
軌
道
事
業
者
が
集
結
し
て
開
発

し
た
高
性
能
路
面
電
車
「
軽
快
電
車
」
の
譲
渡

を
受
け
、「
ぐ
り
ー
ん
ら
い
な
ー
」
シ
リ
ー
ズ

最
初
の
車
両
と
し
て
投
入
。
翌
57
年
に
は
27
年

ぶ
り
に
市
内
線
４
車
両
を
新
造
し
た
。

一
方
、
広
島
市
は
昭
和
55
年
に
全
国
で
10
番

目
の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
、
昭
和
60
年
に
は

１
０
０
万
都
市
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
。
広
島
都

市
交
通
の
担
い
手
で
あ
る
路
面
電
車
も
、
さ
ら

な
る
利
便
性
を
目
指
し
て
、
積
極
策
を
打
ち
出

す
べ
き
時
代
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。

₁定時性確保のため、さまざまな交
通施策がとられている。₂信号も電
車の走行に配慮して制御される。₃
電車接近表示器。₄電車ロケーショ
ンシステム。₅平成 24年に現役を
引退したドルトムント電車。₆昭和
51年に西日本 鉄 道から移 籍した
3000 形。₇ハノーバー市から広島
市に寄贈されたハノーバー電車。

₁

₅ ₆ ₇

₂

₃

₄



ヨーロッパ視察で路面電車と車の共存社会を目指す
　
　戦後、自動車交通の時代になり、本来は道路交通法で禁じ
られている軌道敷内の通行が全国的に許可され、広島市でも一
時期、軌道敷内に自動車が乗り入れるようになりました。する
と、渋滞で路面電車の速度が遅くなり、電車の特性である「定
時性」「速達性」を失ってしまったため、利用客の減少という
問題が発生しました。
　公共交通機関の走行空間の整備は、事業者単独でできるこ
とではなく、警察関係や道路関係者、また市民の理解を得るこ
とが重要になります。
　そうした中、昭和46年の３月から６月にかけて警察庁主催
で行われたヨーロッパ視察に、広島県警も参加することになり
ました。当時、交通に携わる関係者の多くはモータリゼーショ
ンの先進国であるアメリカに目が向いていたと思いますが、
ヨーロッパは自動車や公共交通のあり方が日本とよく似ていま
す。しかもヨーロッパの路面電車は市民から親しまれ、既に低
床式車両も導入されていました。
　都市における交通のあり方という視点から、路面電車と自動
車のバランスを大きな課題としていた広島県警では、当時の担
当者がヨーロッパのように路面電車を活かし、車と共存させて
いくことが広島のまちの発展にはふさわしいと判断したのだと
思います。
　さらに言えば、歴史的、地形的な背景を鑑みても、路面電
車が広島市にとって大きな役割を担っていると改めて認識し、
車優先の社会から人優先の社会に変えていくには路面電車の
定時性、速達性を回復する必要があると考えたのではないで
しょうか。
　広島県警は、路面電車とバスといった公共交通を活かす施

策に切り替えていきまし
た。広島の交通事情、市
民の路面電車への思い、そ
して広島電鉄の熱意。今、
振り返っても、ベストな選
択だったと言えると思いま
す。

　一度は全国的な動きに
同調し、自動車の乗り入
れを許可しただけに、禁止に戻すのは当時の警察関係者をはじ
め、皆さんさぞかし大変なことだったと推測しますが、広島市
の発展のために決断されたのだろうと思います。軌道敷内の通
行禁止を再度実施したのは、視察の年の12月で、最初はかな
り混乱したものの、およそ2週間で定着したと聞いています。
　それでも自動車の総量自体は減ってはいないので、ほかに
も渋滞解消策を採用しています。一つは、時間帯によって行う
レーンの調整です。朝の時間帯は郊外、特に山側の住宅地から
広島市内に入ってくる車が圧倒的に多いので、その車線数を増
やし、逆に外に出る車線数を減らすなど、時間帯によってレー
ンの方向を変更しました。
　また、市民が短時間で移動を行うにはある程度以上の規模
の輸送機関が重要になるので、路面電車とともにバスも優先
し、バス専用レーンを設定しています。

電車優先信号で電車のスムーズな走行を促す

　そのほかには路面電車が接近した時に青信号の秒数を延ば
す「電車優先信号システム」があります。また、規制ではあり
ませんが、昭和58年には右折車の軌道敷内侵入を禁止する
「停車禁止ゾーン」の表示を行っています。
　近年では、路面電車の優先制御区間を設け、電車が信号で停
止しないように、電車の進行速度に合わせて信号が変わるタイ
ミングを調整しています。特に江波車庫付近は、電車が止まっ
てしまうと、ほかの電車を車庫から出すことができず、ダイヤ
が大幅に乱れてしまう。電車優先の信号も、一律ではなく、そ
の場所の特性に応じたシステムを導入しなければなりません。
　今後、広島の路面電車がどのように発展するか。定時性や
速達性、快適性、また人に優しいといったさまざまな視点で近
代化が進められていますが、われわれ警察の目的も交通の――
路面電車を含めて全体ということになりますが――安全と円滑
を目指して活動しています。そうしたことを考えると、警察の
目的とも合致していますし、やはり路面電車は広島の都市交通
の中で、重要な位置を占めていると改めて認識しています。

一時は廃止もやむなしとの結論に傾きかけた広島電鉄。転機となったの
は、「軌道敷内諸車乗り入れ禁止」の復活だ。広島県警察本部も都市交通
のあり方を模索しながら、路面電車と車の共存社会にたどり着いた。

路面電車の目指すものは
警察と合致している

広島県警察本部 交通部
参事官 兼 交通企画課長 広島県警視

山田谷 清
Kiyoshi YAMADAYA
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特集：愛されて100年。そして次の世紀へ
［市民とともに築いた広島電鉄「路面電車王国」］

自動車を通行しやすくする連接軌道ブロック塗装。

区画線と交差点の諸車停車禁止ゾーン。
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市
民
が
選
択
し
た
路
面
電
車
の
近
代
化

　
平
成
８
年
に
就
任
し
た
大
田
哲
哉
社
長
は
、

路
面
電
車
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
翌
９
年
に
３
車
体
連
接
車
「
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ナ
ー
」
を
一
気
に
６
編
成
新
造
し
た
。
初
の

試
み
で
車
体
の
内
外
装
を
専
門
の
デ
ザ
イ
ン
業

者
に
発
注
し
、
都
市
に
マ
ッ
チ
す
る
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く
ら
れ
た
鮮
や
か
な

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
車
両
は
、
そ
れ
ま
で
の
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
路
面
電
車
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
、

広
島
市
民
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

こ
の
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー
の
投
入
が
、
そ
の

後
の
「
広
島
か
ら
路
面
電
車
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

を
」
を
合
言
葉
に
進
め
ら
れ
た
車
両
近
代
化
の

出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
、
広
島
電
鉄
は
、
消
費
税
率
改
定
分

に
車
両
導
入
原
資
分
を
上
乗
せ
し
た
10
円
の
値

上
げ
を
運
輸
局
に
申
請
し
た
が
、
相
応
の
理
由

な
し
に
は
利
用
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
旨
の

回
答
を
受
け
て
い
た
。

当
時
の
広
島
都
市
圏
の
総
合
交
通
計
画
に
お

い
て
は
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
や
地
下
鉄
の
整
備

効
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
都
市
交
通
問

題
調
査
特
別
委
員
会
よ
り
「
中
量
輸
送
機
関
で

あ
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
基
幹
交
通
と
し
て
、

路
面
電
車
や
バ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を

受
け
、
広
島
電
鉄
は
自
社
の
路
面
電
車
を
近
代

化
す
る
こ
と
で
中
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
機
能

と
役
割
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
。

広
島
電
鉄
は
、
路
面
電
車
を
新
し
い
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
変
え
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
運
賃
改
定
で
あ
る
こ
と
に
理
解

を
求
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
平
成
９
年
９
月

に
開
催
さ
れ
た
中
国
地
方
交
通
審
議
会
広
島
県

部
会
で
、
車
両
の
近
代
化
や
新
規
格
路
線
と
そ

れ
に
関
連
し
て
運
賃
の
値
上
げ
の
是
非
を
市
民

に
諮
っ
た
。

市
民
代
表
を
含
む
審
議
委
員
全
員
が
近
代
化

に
賛
同
し
、
こ
の
了
解
の
下
、
車
両
な
ど
の
設
備

投
資
を
前
提
と
し
た
20
円
の
値
上
げ
が
事
実
上

進
み
、１
３
０
円
の
運
賃
は
１
５
０
円
と
な
っ
た
。

「
こ
の
時
代
、
都
心
部
の
紙
屋
町
周
辺
に
は

高
層
ビ
ル
が
多
く
建
ち
、
街
並
み
も
ず
い
ぶ
ん

変
化
し
た
。
発
展
す
る
広
島
市
に
ふ
さ
わ
し
い

路
面
電
車
を
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
都
会
的
で

快
適
な
車
両
や
利
便
性
に
期
待
さ
れ
た
の
だ
と

思
う
」
と
平
町
取
締
役
は
語
る
。

ま
た
、「
被
爆
３
日
後
の
一
番
電
車
や
、
路

面
電
車
廃
止
の
潮
流
の
中
で
も
市
民
の
足
を
守

り
続
け
た
こ
と
が
、
当
社
に
対
す
る
評
価
と

な
っ
て
、
近
代
化
に
つ
い
て
も
ご
賛
同
い
た
だ

け
た
の
だ
と
思
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
の
超
低
床
車
両

あ
る
意
味
、
市
民
の
後
押
し
に
よ
っ
て
、
広

島
電
鉄
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
は
歩
を
進
め
た
わ
け
だ

が
、
広
島
電
鉄
が
目
指
し
た
「
広
島
の
ま
ち
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
路
面
電
車
」
は
フ
ル
フ

ラ
ッ
ト
の
超
低
床
車
両
だ
っ
た
。

「
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
路
面
電
車
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
主
眼
に
置
い
て
、
都
会
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
含
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
で
誰
に
と
っ

て
も
利
用
し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
交
通
機

関
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
」
と
末
松
部
長
は

解
説
す
る
。

ⅠIIPart.
平
成
に
入
る
と
、
広
島
市
の
総
合
交
通
計
画
が
転
換
期
を
迎
え
、

軌
道
系
交
通
機
関
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
広
島
電
鉄
は
、「
市
民
の
快
適
な
日
常
生
活
を
つ
く
る
」

こ
と
こ
そ
が
交
通
事
業
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
と
、

路
面
電
車
の
近
代
化
に
舵
を
き
っ
て
い
く
。
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広
島
電
鉄
は
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー
導
入
時
点

で
超
低
床
車
両
を
望
ん
で
い
た
が
、
当
時
、
国

産
で
は
部
分
低
床
し
か
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
高
齢
者
や
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
も

容
易
に
乗
降
・
車
内
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
の
超
低
床
車
両
が
必
要

不
可
欠
だ
。

そ
こ
で
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
か
ら
車
両

を
購
入
、
日
本
仕
様
に
大
幅
改
造
し
て
「
グ

リ
ー
ン
ム
ー
バ
ー
」
と
し
て
運
行
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
日
本
初
の
５
車
体
連
接
車
で
定
員

は
１
５
３
人
。
車
体
カ
ラ
ー
は
、
街
並
み
に
美

し
く
調
和
す
る
ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
を
採
用
し
た
。

平
成
11
年
６
月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た
グ

リ
ー
ン
ム
ー
バ
ー
は
、
そ
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

と
段
差
な
く
乗
降
・
車
内
移
動
で
き
る
快
適
性

で
、
市
民
の
大
き
な
支
持
を
得
た
。

「『
ま
る
で
水
平
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込

む
よ
う
だ
』
と
表
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ

ま
が
い
て
、
改
め
て
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
の
重
要
性

を
実
感
し
た
」
と
井
手
ヶ
原
部
長
は
話
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
輸
入
車
両
で
あ
る
グ

リ
ー
ン
ム
ー
バ
ー
に
は
、
故
障
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
部
品
の
輸
送
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
先
方
と

の
意
思
疎
通
や
感
覚
の
違
い
な
ど
、
維
持
管
理

の
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
持
ち
上
が
っ
て

い
た
。
ま
た
、
信
用
乗
車
方
式
を
採
用
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ど
の
扉
か
ら
で
も
乗
り
降

り
自
由
で
、
日
本
の
よ
う
に
乗
客
が
車
内
を
歩

く
こ
と
は
設
計
上
、
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
課
題
は
、
同
様
に
輸
入
車
両
を
使

用
し
て
い
た
他
所
も
抱
え
て
お
り
、
時
が
た
つ

に
つ
れ
て
、
国
産
化
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
っ

て
い
っ
た
。

国
産
化
で
超
低
床
車
両
を
実
現

こ
う
し
た
機
運
が
高
ま
る
中
、
国
土
交
通
省

鉄
道
局
は
平
成
13
年
度
か
ら
３
年
間
の
「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
狭
軌
超
低
床
化
に
関
す
る
技
術
開
発
」
を

創
設
し
、
関
連
メ
ー
カ
ー
８
社
か
ら
な
る
「
超

低
床
エ
ル
ア
ー
ル
ブ
イ
台
車
技
術
研
究
組
合
」

は
、
研
究
開
発
費
の
補
助
金
を
受
け
、
狭
軌
用

の
超
低
床
車
両
台
車
３
タ
イ
プ
を
開
発
し
た
。

広
島
電
鉄
は
、
こ
の
技
術
の
成
果
を
基
に
、

近
畿
車
輛
・
三
菱
重
工
業
・
東
洋
電
機
製
造
の

３
社
と
、
広
軌
用
の
国
産
超
低
床
車
両
を
開
発

す
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
15
年
４
月
に
実
施

設
計
に
入
り
、
平
成
16
年
12
月
に
車
両
製
造
の

最
終
段
階
で
あ
る
完
成
検
査
を
行
っ
た
。
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
設
計
を
進
め
、
チ
ー
ム
は
休
む
こ

と
な
く
試
運
転
と
デ
ー
タ
収
集
に
明
け
暮
れ
た

と
い
う
。

こ
う
し
て
完
成
を
迎
え
、
平
成
17
年
３
月
30

日
、
国
産
初
の
超
低
床
車
両
「
グ
リ
ー
ン
ム
ー

バ
ー
マ
ッ
ク
ス
」
が
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ム
ー
バ
ー
マ
ッ
ク
ス
の
最
も
大
き

な
特
徴
は
台
車
に
あ
る
。
国
産
初
と
な
る
車
軸

の
な
い
独
立
車
輪
台
車
に
よ
り
、
車
内
の

１
０
０
％
完
全
超
低
床
化
を
実
現
さ
せ
た
。

出
発
式
の
挨
拶
で
、
大
田
社
長
（
当
時
）
は

「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
先
進
都
市

『
広
島
』
を
つ
く
る
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
る
。

広
島
の
地
か
ら
路
面
電
車
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
実

現
し
た
い
」
と
そ
の
思
い
を
述
べ
た
。

現
在
ま
で
に
、
グ
リ
ー
ン
ム
ー
バ
ー
マ
ッ
ク

ス
は
10
編
成
が
導
入
さ
れ
、
主
に
市
内
線
で
運

行
し
て
い
る
。
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全
路
線
で
超
低
床
車
両
の
運
行
へ

開
業
１
０
０
周
年
記
念
車
両
と
し
て
、
平
成

25
年
に
運
行
を
開
始
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
語

で
「
小
さ
い
」
と
い
う
意
味
の
男
性
形
と
女
性

形
の
愛
称
が
付
け
ら
れ
た
「
ピ
ッ
コ
ロ
」
と

「
ピ
ッ
コ
ラ
」
だ
。
外
観
の
カ
ラ
ー
は
開
業
当
時

の
１
０
０
形
を
ベ
ー
ス
に
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
・

レ
ッ
ド
」
と
名
付
け
ら
れ
た
特
別
色
。
こ
ち
ら

の
車
両
も
グ
リ
ー
ン
ム
ー
バ
ー
マ
ッ
ク
ス
と
同
じ

く
４
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
共
同
開
発
さ
れ
た
。

さ
ら
に
平
成
26
年
に
は
「
グ
リ
ー
ン
ム
ー

バ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
が
登
場
。
Ｌ
Ｅ
Ｘ
と
は

「Light Excursion

（
小
旅
行
・
周
遊
旅
行
）」

の
略
で
街
中
を
軽
快
に
楽
し
く
移
動
す
る
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
３
車
体
連
接
車
で
全
長

18
・
６
ｍ
。
こ
れ
ま
で
導
入
さ
れ
て
き
た
超
低

床
車
両
は
30
ｍ
級
の
大
型
車
両
の
た
め
、
停
車

が
可
能
な
電
停
設
備
が
整
っ
て
い
な
い
路
線
で

は
恒
常
的
な
運
行
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
利
用

者
の
強
い
要
望
に
応
え
て
、
す
べ
て
の
路
線
で

超
低
床
車
両
の
運
行
が
可
能
に
な
っ
た
。

交
通
結
節
点
の
強
化
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

こ
う
し
た
路
面
電
車
と
他
の
交
通
モ
ー
ド
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
し
て
、
広
島
電
鉄
は

交
通
結
節
点
の
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。　
　

平
成
13
年
に
整
備
し
た
広
電
西
広
島
駅
は
、

鉄
道
と
軌
道
が
接
続
し
、
以
前
は
別
々
の
ホ
ー

ム
だ
っ
た
が
、
軌
道
の
電
停
を
鉄
道
の
ホ
ー
ム

に
統
合
。
同
一
ホ
ー
ム
で
の
乗
り
継
ぎ
が
可
能

に
な
り
、
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
た
。

平
成
15
年
に
完
成
し
た
横
川
駅
停
留
場
は
、

Ｊ
Ｒ
線
や
バ
ス
、
路
面
電
車
の
結
節
点
で
あ
り

な
が
ら
、
以
前
は
Ｊ
Ｒ
と
停
留
場
が
約
２
５
０

ｍ
離
れ
て
お
り
、
ま
た
停
留
場
が
国
道
54
号
線

上
に
あ
る
た
め
に
交
通
渋
滞
の
原
因
と
も
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
駅
前
広
場
に
路
面
電
車
が

乗
り
入
れ
る
形
に
整
備
し
、
利
便
性
や
交
通
渋

滞
緩
和
な
ど
都
市
機
能
の
充
実
を
実
現
さ
せ
た
。

ま
た
、
横
川
駅
停
留
場
と
同
じ
年
に
開
業
し

た
広
島
港
停
留
場
は
、
新
広
島
港
宇
品
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
設
に
合
わ
せ
、
停
留
場
ほ
か
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
な
ど
、
海
上
・
陸
上

の
交
通
結
節
点
と
し
て
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺
に
住
宅
地
が
多
い
宮
島

線
沿
線
で
は
バ
ス
に
よ
る
鉄
道
駅
へ
の
フ
ィ
ー

ダ
ー
輸
送
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
に
廿
日

市
市
役
所
前
駅
を
、
平
成
19
年
に
は
広
電
阿
品

駅
を
バ
ス
停
と
一
体
的
な
ホ
ー
ム
に
改
良
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
推
進
や
交
通
結
節
点
の
整
備
な

ど
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
う
。

「
路
面
電
車
は
、
中
量
輸
送
の
役
割
を
担
う

交
通
機
関
。
広
島
と
い
う
都
市
の
魅
力
あ
る
装

置
の
一
つ
と
し
て
、
市
民
の
快
適
な
日
常
生
活

を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
平
町
取
締
役
は
語
る
。

ま
た
、
末
松
部
長
は
「
市
民
が
応
援
し
て
く

だ
さ
る
上
、
行
政
支
援
も
厚
く
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
『
乗
り
や
す
い
、
分
か

り
や
す
い
、
利
用
し
や
す
い
』
を
心
掛
け
、
路

面
電
車
の
機
能
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

平
成
10
年
に
は
、
地
元
の
要
望
に
よ
り
、
宮

島
線
に
請
願
駅
と
し
て
Ｊ
Ａ
広
島
病
院
前
駅
も

開
業
す
る
な
ど
、さ
ら
に
円
滑
か
つ
快
適
な
移

動
、
市
民
の
生
活
に
な
じ
む
交
通
機
関
を
目
指

し
て
い
っ
た
。

₁国道から駅前広場に停留場を移設して乗換利便性を高めた横川
駅停留場。₂平成 13 年の全面改築で、まちのランドマークと
なった広電西広島駅。₃宮島線を走行する超低床車両のグリーン
ムーバー。₄平成 11 年３月、ロシアの大型輸送機で空輸された。
₅国産初の超低床車両として誕生したグリーンムーバーマックス
出発式。

₁

₄

₅

₂ ₃



メーカー３社で共同開発した車両

　私が広島電鉄のグリーンムーバーマックスの開発に携わった
当時、高性能でデザイン性に優れ、そしてバリアフリー化され
た超低床車両（ＬＲＶ）の技術はＬＲＴの先進であるヨーロッ
パのメーカーが先行しており、既にＬＲＶを走らせていた事業
者は輸入車両を使用していました。運用性やメンテナンス面で
の諸問題も含め、日本の国土や社会に合わせた国産車両の開
発が期待される中、国産初の１００％完全超低床ＬＲＶとして
誕生したのが、広島電鉄のグリーンムーバーマックスです。
　開発は、①Ultimate（究極の）、②User friendly（人にや
さしい）、③Urban（都市の）をコンセプトに、近畿車輛・三
菱重工業・東洋電機製造の３社で手掛けました。それぞれの担
当は、近畿車輛が基本設計・デザイン・車体・連接部・運転
室、三菱重工業が台車・ブレーキ・内艤装、東洋電機製造が
電機品・制御・駆動装置となっていましたが、各社の境界線上
にある課題が抜け落ちてしまわないよう、密に連携を取りまし
た。おそらく国内でこのような形で車両開発に取り組んだ例は
なく、画期的なことだったと思います。
　デザインは広島電鉄からのリクエストで「広島らしさ」を表
現するようにしました。広島は平和を希求するまちです。命の
尊さや優しさ、あたたかな雰囲気、また新しい国産の超低床車
両としての新鮮さや利用客に親しみを感じてもらえるデザイン
を目指しました。
　また、グリーンムーバーマックスという名前は、もともとは
違う名前が候補に挙がっていました。当時の大田社長が「ドイ
ツの車両グリーンムーバーをあなたたちの力で超えてほしい」
とおっしゃって、命名されたんです。大田社長とともにプロ
ジェクトを進めることができて本当に良かったと思っています。

車軸のない独立車輪方式の台車の開発

　この車両の開発にはもう一つ、広島の地形が抱える課題を
クリアする必要がありました。広島のまちは太田川のデルタ地
帯に形成されているため、多数の川があり、路面電車も多くの
橋を渡りながら走行しています。橋には橋梁の強度によって決

まっている軸重制限があ
り、これを守らなければな
らない。そこで、車体を鋼製にするなど、各装置設計者がそれ
ぞれ重量目標を設定して、徹底的に軽量化を図りました。
　車軸のない独立車輪方式の台車の開発も大きなポイントの一
つです。この開発に先駆け、国土交通省鉄道局の呼び掛けによ
り、平成13年にメーカー８社で「超低床エルアールブイ台車
技術研究組合」を設立しました。私は技術委員会委員長を務め
ましたが、日本製ＬＲＶ開発の第一歩として、３年間研究を行
い、三つの台車を開発しています。台車の開発には通常３年ほ
どの時間がかかりますが、私は国産の台車をつくることができ
なければＬＲＶ国産化は実現しないという信念がありました。
　この研究成果をもとに、グリーンムーバーマックスの台車が
開発されました。各部を徹底してコンパクト化した台車設計に
より、車内、特に通路部の拡大も実現できました。車両開発の
立場から言うと、電車で大事なのはまずは楽しく乗っていただ
けるということ。快適性の追求は絶対に譲れません。
　平成17年３月、グリーンムーバーマックスの１号車が営業
運転を開始しました。この前後６カ月以上の間、私も広島に滞
在し、営業開始までの準備や点検などに明け暮れました。広島
電鉄の方々と毎晩熱く語り合ったのも懐かしい思い出です。
　苦労をされたのではとよく言われますが、苦労だと思った
ことは一度もない。そうだったら、おそらくＬＲＶは完成しな
かったでしょう。むしろ、技術者として充実した楽しい日々で
した。
　平成20年２月20日、グリーンムーバーマックスの最後の
車両が広島電鉄に納入されました。奇しくもこの日は私の誕生
日でした。そしてこの年６月30日に、私は近畿車輛の定年退
職を迎えています。私の技術者としての最後の大きな仕事と
なったグリーンムーバー
マックスから今、広島市の
路面電車は大きく進化して
いますが、ＬＲＴが将来に
わたって、広島のまちに貢
献していくことを信じてい
ます。

グリーンムーバーの運行などを契機に、日本でも超低床車両国産化への
機運が高まった。ＬＲＴ先進国ヨーロッパの車両を超えるものをつくる―
技術者たちの熱い思いでグリーンムーバーマックスは誕生した。

日本初の100％完全
超低床車両を開発

元 近畿車輛株式会社
車両事業本部事業企画室 主幹技師

桝田 保
Tamotsu MASUDA

「フルフラット」を実現させた車内。

誰もが乗り降りしやすい。

19 MINTETSU SUMMER 2016

特集：愛されて100年。そして次の世紀へ
［市民とともに築いた広島電鉄「路面電車王国」］
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非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
を
実
施

こ
れ
ま
で
伝
え
て
き
た
通
り
、
広
島
電
鉄
の

路
面
電
車
は
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
を
乗
り
越
え
て

き
た
が
、
先
輩
社
員
が
懸
命
の
努
力
で
地
域
の

輸
送
を
守
り
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
現
役
社
員

の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
働

く
社
員
を
守
る
た
め
に
、
厳
し
い
経
営
環
境
の

下
に
あ
り
な
が
ら
も
雇
用
形
態
の
抜
本
的
改
革

を
断
行
し
た
。

平
成
10
年
代
に
入
り
、
当
時
の
広
島
電
鉄
で

は
、
バ
ス
部
門
が
昭
和
50
年
代
後
半
か
ら
続
く

赤
字
で
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
上
、
平
成
14
年

か
ら
実
施
さ
れ
る
乗
合
バ
ス
事
業
規
制
緩
和
を

控
え
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
内
部
努
力
が
必
須

と
な
っ
て
い
た
。
バ
ス
部
門
を
分
社
化
す
る
策

も
あ
っ
た
が
、
広
島
電
鉄
は
労
使
協
力
で
講
じ

た
合
理
化
策
で
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成
13
年
に
は
、
バ
ス
運
転
士
、
電
車
運
転

士
・
車
掌
の
職
種
に
、
契
約
社
員
制
度
を
導
入

し
た
。
一
職
種
一
賃
金
の
昇
給
制
度
の
な
い
固

定
給
で
、
雇
用
期
間
は
１
年
ご
と
に
更
新
す
る
。

平
成
16
年
に
は
、
入
社
３
年
以
上
の
契
約
社
員

を
、
契
約
社
員
の
労
働
条
件
の
ま
ま
で
雇
用
期

間
を
定
め
な
い
「
正
社
員
Ⅱ
」
へ
と
登
用
す
る

新
た
な
制
度
を
新
設
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に

よ
り
同
一
の
職
種
で
契
約
社
員
、
正
社
員
Ⅱ
、

正
社
員
の
三
つ
の
雇
用
形
態
が
生
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
契
約
社
員
制
度
の
導
入
か

ら
８
年
が
経
過
し
た
平
成
21
年
に
は
、
乗
務
員

全
体
に
占
め
る
契
約
社
員
・
正
社
員
Ⅱ
の
割
合

が
す
で
に
36
・
７
％
を
占
め
、
こ
の
ま
ま
で
は

正
社
員
が
過
半
数
を
切
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

労
使
は
、
契
約
社
員
の
処
遇
改
善
と
職
種
別

賃
金
体
系
に
つ
い
て
平
成
18
年
に
協
議
を
開
始

し
、
３
年
の
折
衝
を
経
て
、
平
成
21
年
10
月
、

新
た
な
職
種
別
賃
金
制
度
の
導
入
と
非
正
規
社

員
の
正
社
員
化
を
取
り
決
め
た
。

職
種
別
賃
金
制
度
は
、
会
社
が
支
払
う
総
人

件
費
を
変
え
ず
に
全
社
員
に
分
配
す
る
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
、
職
種
や
職
責
に
応

じ
た
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
新
制
度
移
行

に
当
た
っ
て
、
年
収
が
大
き
く
減
額
す
る
場
合

は
、
緩
和
措
置
と
し
て
10
年
に
わ
た
っ
て
調
整

給
が
支
給
さ
れ
る
。
同
時
に
定
年
制
度
も
改

め
、
定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
切
り
上

げ
、
60
歳
以
降
の
本
給
を
60
歳
到
達
時
の
20
％

減
額
と
し
た
。

日
本
の
雇
用
情
勢
が
悪
化
し
、
契
約
社
員
の

中
途
解
雇
な
ど
が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、
広

島
電
鉄
に
よ
る
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
は
大

き
な
注
目
を
集
め
た
。
企
業
と
し
て
は
大
き
な

決
断
が
必
要
だ
っ
た
が
、
社
員
の
士
気
が
上
が

り
、
一
体
感
が
生
ま
れ
て
職
場
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
た
。
ま
た
企
業
イ
メ
ー
ジ
も
向
上
す
る

な
ど
、
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

戦
後
初
め
て
の
大
々
的
な
路
線
再
編

平
成
24
年
11
月
23
日
、
広
島
電
鉄
は
電
車
開

業
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
１
０
０
年
に
向
け
て
の
公
約
と
し
て
発
表

し
た
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
計
画
」
だ
。
環
境

対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
、
電
車
・

バ
ス
・
不
動
産
の
各
事
業
に
お
い
て
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

「
１
０
０
周
年
記
念
の
『
お
か
げ
さ
ま
で
電
車

１
０
０
年 

こ
れ
か
ら
も
広
島
と
と
も
に
』」
と

平
成
24
年
、
広
島
電
鉄
は
電
車
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。

存
亡
の
危
機
を
乗
り
切
り
、
好
不
況
の
波
に
経
営
努
力
を
重
ね
、

社
員
一
体
と
な
っ
て
地
域
と
と
も
に
あ
る
企
業
を
つ
く
り
上
げ
た
。

市
民
と
と
も
に
歩
み
、
市
民
に
愛
さ
れ
支
持
さ
れ
る

広
島
電
鉄
の
新
し
い
１
０
０
年
の
歴
史
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

ⅠV Part.
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特集：愛されて100年。そして次の世紀へ
［市民とともに築いた広島電鉄「路面電車王国」］

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
グ
ル
ー
プ
従
業

員
か
ら
募
集
し
て
決
定
し
た
。
広
島
電
鉄
と
グ

ル
ー
プ
の
歴
史
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
、
常
に
広
島
の
ま
ち
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、
社
員
全
員
が
強
く
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
に
そ
の
思
い
を
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
平
町
取
締
役
は
語
る
。

電
車
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
計
画
で
は
、
路

面
電
車
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
行
い
、
利
便
性
・
速
達
性
・
快
適
性
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。

現
在
、
広
島
市
の
都
市
計
画
と
と
も
に
進
め

て
い
る
の
が
路
線
の
再
編
で
、
駅
前
通
り
（
駅

前
大
橋
）
線
は
最
優
先
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

広
島
駅
か
ら
都
心
部
の
繁
華
街
で
あ
る
八
丁

堀
・
紙
屋
町
へ
向
か
う
に
は
、
現
行
ル
ー
ト
で

は
駅
周
辺
の
混
雑
が
激
し
く
、
ダ
イ
ヤ
上
は
所

要
時
間
が
約
15
分
で
も
、
10
分
以
上
オ
ー
バ
ー

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
駅
前
通
り
線
は
所
要
時
間
短

縮
案
と
し
て
検
討
さ
れ
、
広
島
駅
を
出
て
駅
前

大
橋
を
直
進
し
、
稲
荷
町
交
差
点
で
本
線
に
接

続
す
る
。
こ
の
計
画
は
広
島
市
が
策
定
し
た

「
新
た
な
公
共
交
通
体
系
づ
く
り
の
基
本
計
画

に
つ
い
て
」
の
中
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

広
島
駅
周
辺
部
は
、
広
島
市
が
主
体
と
な
り

駅
南
口
広
場
を
大
規
模
改
修
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

が
駅
ビ
ル
の
建
て
替
え
を
行
う
。
路
面
電
車
は

高
架
化
し
、
駅
ビ
ル
２
階
へ
乗
り
入
れ
る
計
画

だ
。
駅
ビ
ル
建
て
替
え
を
除
く
総
事
業
費
は
約

１
５
５
億
円
。
路
面
電
車
に
つ
い
て
は
、
広
島

市
が
高
架
化
や
停
留
場
の
整
備
な
ど
を
負
担
し
、

広
島
電
鉄
は
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
レ
ー

ル
や
架
線
、
電
気
通
信
設
備
な
ど
を
受
け
持
つ
。

完
成
は
平
成
30
年
代
半
ば
を
予
定
し
て
い
る
。

「
こ
こ
ま
で
大
々
的
な
改
編
は
、
戦
後
初
め

て
。
高
架
化
の
勾
配
は
駅
前
大
橋
か
ら
つ
け
て

い
き
、
広
島
駅
に
乗
り
入
れ
る
。
駅
ビ
ル
２
階

は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
橋
上
駅
で
、
南
北
自
由
通
路

が
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
通
路
の
目
の
前
に
路
面

電
車
が
入
っ
て
く
る
形
と
な
る
」
と
平
町
取
締

役
は
説
明
す
る
。

ま
た
、
末
松
部
長
も
「
広
島
駅
へ
迂
回
せ
ず

に
直
進
で
入
る
こ
と
は
当
社
の
悲
願
だ
っ
た
。

ラ
ッ
シ
ュ
時
だ
っ
た
ら
、
所
要
時
間
を
10
分
は

短
縮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
を
寄
せ

る
。こ

の
駅
前
通
り
線
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
的

場
町
や
紙
屋
町
、
市
役
所
前
な
ど
市
の
中
心
部

を
環
状
に
結
ぶ
循
環
線
も
整
備
す
る
。

「
循
環
線
の
ル
ー
ト
に
は
県
庁
や
病
院
な
ど

が
あ
る
。
気
軽
に
乗
り
降
り
し
や
す
い
路
面
電

車
の
特
長
を
活
か
し
、
市
民
の
日
常
生
活
を
支

え
る
利
便
性
の
高
い
路
線
を
つ
く
り
た
い
」
と

井
手
ヶ
原
部
長
は
語
る
。

地
域
活
性
化
に
役
立
て
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

現
在
、
広
島
電
鉄
で
は
連
接
車
62
編
成
（
う

ち
超
低
床
車
両
22
編
成
）、
単
車
74
両
（
う
ち

超
低
床
車
両
８
両
）
を
保
有
し
て
い
る
が
、
経

年
に
よ
り
老
朽
化
が
進
ん
だ
車
両
も
多
く
、
超

低
床
車
両
へ
の
代
替
を
予
定
し
て
い
る
。

「
超
低
床
車
両
を
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く
。

当
初
は
10
年
で
10
編
成
の
導
入
を
目
標
と
し
て

い
た
が
、
４
年
で
達
成
し
、
今
後
も
導
入
を
検

討
し
て
い
く
」
と
平
町
取
締
役
は
語
る
。
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一
方
、
広
島
で
は
広
島
県
に
本
拠
地
を
置
く

広
島
交
響
楽
団
・
広
島
東
洋
カ
ー
プ
・
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
三
つ
の
プ
ロ
組
織
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｐ
３　

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
が
活
動
し
て
お
り
、

広
島
電
鉄
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
し
て
い
る
。

特
に
３
種
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
は
市
民
に
も

人
気
で
、「
カ
ー
プ
電
車
」
は
平
成
18
年
か
ら
、

「
サ
ン
フ
レ
電
車
」
は
平
成
19
年
か
ら
、「
広
響

電
車
」
は
平
成
24
年
か
ら
運
行
を
開
始
。
カ
ー

プ
選
手
の
写
真
や
ロ
ゴ
な
ど
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

た
カ
ー
プ
電
車
は
特
に
人
気
で
、
今
年
で
11
代

目
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
だ
け
の
プ
ロ
が
三
つ
も
存
在
す
る
都
市

は
な
か
な
か
な
い
。
地
元
の
企
業
や
団
体
を
応

援
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

末
松
部
長
は
話
す
。

海
外
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

鉄
は
今
年
１
月
に
日
本
の
支
援
で
最
大
都
市
ヤ

ン
ゴ
ン
市
内
６
㎞
の
区
間
を
電
化
し
て
お
り
、

広
島
電
鉄
が
譲
渡
し
た
中
古
車
両
２
編
成
が
運

行
し
て
い
る
。
こ
の
４
月
に
は
、
整
備
士
ら
職

員
10
人
を
受
け
入
れ
、
広
島
電
鉄
で
約
３
週
間

の
研
修
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
信
用
乗
車
を
検
討

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
全
扉
乗
降
方
式
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。
平
成
20
年
に

導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
」
は
、

鉄
道
利
用
者
の
８
割
、
市
内
線
利
用
者
の
７
割

に
使
わ
れ
て
い
る
。

広
島
電
鉄
で
は
数
年
前
か
ら
「
信
用
乗
車
制

度
」
導
入
を
検
討
し
て
お
り
、
平
成
24
年
に
は

こ
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
利
用
者
を
対
象
に
、
全
扉
乗

降
試
験
を
実
施
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
採

用
さ
れ
て
い
る
信
用
乗
車
方
式
で
は
、
乗
客
は

ど
の
扉
か
ら
で
も
自
由
に
乗
降
で
き
る
。
入
口

と
出
口
が
分
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
車
内
を
移

動
す
る
必
要
が
な
く
、
乗
降
が
分
散
さ
れ
る
こ

と
で
、
停
留
場
で
の
停
車
時
分
が
短
く
て
済
む
。

「
今
後
も
そ
の
効
果
や
課
題
、
適
切
な
機
器

配
置
な
ど
を
検
証
す
る
た
め
、
数
回
の
社
会
実

験
を
行
っ
た
後
、
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
井
手
ヶ
原
部
長
は
語
る
。

駅
や
電
停
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た
、
平
成

20
年
か
ら
導
入
を
進
め
て
い
る
新
型
電
車
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
「
行
先
の
名
称
」「
号

線
」「
到
着
時
間
」「
電
車
の
種
類
」「
英
語
表

記
」
を
繰
り
返
し
表
示
す
る
も
の
で
、
不
慣
れ

な
人
に
も
分
か
り
や
す
い
。
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
駅
や
電
停
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
、
宮
島
線
の
宮
島
口
エ
リ
ア
で
は
、

廿
日
市
市
が
国
、
県
、
地
元
関
係
者
と
宮
島
口

エ
リ
ア
整
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

現
在
、
港
を
埋
め
立
て
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

建
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
広
電
宮
島
口
駅

も
港
側
に
移
設
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
32
年
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
路
面
電
車
は
安
心
、
安
全
な
輸
送
機
関
で

あ
る
こ
と
が
第
一
。
そ
れ
を
も
っ
て
市
民
の
快

適
な
生
活
を
支
え
る
事
業
者
で
あ
り
続
け
た
い
」

と
平
町
取
締
役
は
語
る
。

い
か
な
る
時
も
市
民
と
と
も
に
歩
み
、
市
民

に
支
え
ら
れ
る
広
島
電
鉄
は
、
国
内
随
一
の
路

面
電
車
王
国
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
く
だ
ろ
う
。

₁₂₃カープ電車、サンフレ電車、広響電車が運
行。これらも広島ならではの観光資源の一つと
なっている。₄カープ電車の車内。₅₆グリーン
ムーバーLEX やピッコラなどの登場により、全系
統で超低床車両が運行されている。

₁

₅

₄

₆

₂

₃



対立していた二つの組合が統一

　当社の労働組合は最大七つが存在した時代もあったそうです
が、私が入社した時には二つの組合が拮抗していました。私の
仕事は電車の保守で、本来ならば先輩に教わりながら仕事を覚
えるものですが、組合が違うというだけで、職場内に圧力や差
別が生まれ、教えてもらえない。それはとても理不尽なことに
思えました。また、労働組合は会社と折衝しますが、片方の組
合が了承すれば、もう片方は必ず否定する。二つの組合がい
がみ合うだけで、会社として考えるべき問題解決に行き着くこ
とがない。これは何とかしなければと思っていました。
　当時の社会背景としては、規制緩和が始まった頃で、会社
も、内部の軋轢にエネルギーを費やす時代ではなくなっていま
した。率直に言って交通事業者は、昔はどちらかというと乗せ
てあげているという雰囲気が強かった。しかし、これからはお
客さまに乗っていただくという意識に変革していかなければな
らない。もっと利用客の方を見ていかなければと、労働組合と
しても感じ始めていたんです。
　二つの組合は平成５年に統一を果たしました。当初は多少の
わだかまりはありましたが、職場ごとに親睦会などを設けなが
ら融和を図りました。分裂していた時代があるだけに、うちの
組合のスタイルは組合員にとにかく話をします。職場集会を開
いて、話をして、組合員に理解を深めてもらいます。
　会社との交渉も格段に合理的になりました。今では、立場は
違いながらも会社と同じ方向を向いて進んでいく場面もある。
最初は違和感があり、率直に言って今も慣れない部分はありま
すが、会社と一緒にやっていこうという思いは強くあります。

契約社員の正社員化を契機に労使の信頼感が強まる

　契約社員の正社員化については、会社に対して導入当初から
要求を行っていました。それに対し、会社は入社して３年たっ
た契約社員をその労働条件のまま雇用期間を定めない「正社員
Ⅱ」に登用する制度をつくった。バスと電車の運転士、車掌の
職種で三つの異なる雇用形態が生まれたんです。平成21年度
には正社員が減少し、契約社員数が全体の３分の１以上を占め

るようになり、会社がこの雇用形態のままコスト削減を続ける
ことに労働組合として危機感がありました。また正社員同士で
も、入社時によって格差がある。先ほどもお話ししたように、
当社には分裂の苦い経験があります。契約社員と正社員とでま
た分裂時代に戻ってしまうのではという恐れがあり、何として
でも再来は避けなければと思いました。
　待遇に不満があれば士気が下がって、それが業務、特に安
全面においてどういう影響を与えることになるのか。われわれ
の職場に非正規雇用は不要であると、正社員化を訴えました。
　当時の大田社長も何とかしなければと考えていた時期であ
り、時間が空いた時に、一人で電車やバスに乗って乗務員や乗
客の様子を見ていました。契約社員の仕事ぶりをよく褒めてい
て、経営陣が正社員化を視野に入れるようになったんです。
　賃金制度がまとまるまで３年かかりました。組合は年功序列
に重きを置いた賃金体系を考えていて、会社は能力型の箱型賃
金。最終的には年功序列と能力型の折衷案となり、ようやく正
社員化が実現しました。結婚して子どもがいて、将来を不安視
していた人たちは正社員になって安堵した。住宅ローンを組む
ために、銀行に駆け込んだという人もたくさんいました。
　労働組合と会社も、この一件を契機に信頼関係が強
まったと思います。賃金制度改革では、会社側が当時で約
３億６０００万円の持ち出しになり、経営が困難になる恐れも
十分にありました。労働組合は「このことによって会社の経営
が悪化するなら、労働組合としてもあらゆる協力をする」と話
して呑んでもらいました。会社としても苦渋の決断だったとは
思いますが、この決断で労使が一体となれたと思います。今、
振り返ると、広島電鉄の規模だから実現できた。これ以上大き
い組織だったら実現できないし、小さくても企業の体力がなく
てできなかったと思います。
　会社がどんどん発展してい
くことは、組合にとっても望む
ところです。その中で、働く人
が安定して安心して働ける環
境をつくってくれるのであれば
組合としても協力し、応援し
ていきたいと思っています。

広島電鉄の非正規社員の正社員化は先進的な雇用形態の改革として注目
を集めた。長きにわたる折衝を続けながら労使が一体となってつくり上げ
た新たな制度だが、そこに至るまでにはもうひとつの歴史がある。

社員が安心して働ける
会社をともにつくる

私鉄中国地方労働組合
広島電鉄支部 執行委員長

佐古正明
Masaaki SAKO

「安心」と「安全」は社員の手で守られ
ている。
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特集：愛されて100年。そして次の世紀へ
［市民とともに築いた広島電鉄「路面電車王国」］


